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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　０．０５ｗｔ％～２０ｗｔ％のデカン酸と、
　０．１ｗｔ％～３０ｗｔ％の１０～１４の親水性親油性バランス（ＨＬＢ）を有する非
イオン性エトキシル化アミン界面活性剤と、
　クエン酸酸味料と、
を含む抗菌性クリーナー組成物であって、
　該非イオン性エトキシル化アミン界面活性剤：デカン酸が、５．５：１～３：１の質量
比であり、そして該組成物が、透明でありかつ効果的な抗菌活性を有し、そして、
　該非イオン性エトキシル化アミン界面活性剤は、デカン酸と錯化または反応することな
く、デカン酸を酸性組成物中に可溶化する、組成物。
【請求項２】
　追加の薬剤をさらに含み、該追加の薬剤が、オクタン酸、へプタン酸、ノナン酸、ドデ
カン酸、ミリスチン酸、それらの異性体、およびそれらの混合物からなる群から選択され
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　該非イオン性エトキシル化アミン界面活性剤が、下記式：
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【化１】

または
　Ｒ－Ｎ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ
（式中、Ｒは１～２４個の炭素原子を有する直鎖もしくは分枝鎖のアルキルまたはアルキ
ルアリール置換基であり、そしてｎは１～２０の整数である。）
の１種を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　溶媒、希釈剤、金属イオン封鎖剤、酸味料、安定化剤、湿潤剤、増粘剤、発泡剤、顔料
色素またはそれらの混合物をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　該非イオン性界面活性剤がエトキシル化アミンであり、そして該エトキシル化アミン：
デカン酸の比が４．５：１である、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　０．０５ｗｔ％～１０ｗｔ％のデカン酸と、
　０．１５ｗｔ％～５５ｗｔ％の下記式：

【化２】

または
　Ｒ－Ｎ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ
（式中、Ｒは１～２４個の炭素原子を有する直鎖もしくは分枝鎖のアルキルまたはアルキ
ルアリール置換基であり、そしてｎは１～２０の整数である。）
の１種を有するエトキシル化アミンと、
　クエン酸酸味料と、
を含む抗菌性クリーナー組成物であって、
　該エトキシル化アミンが、１０～１４のＨＬＢを有し、
　該エトキシル化アミン：デカン酸が、５．５：１～３：１の質量比であり、
　該エトキシル化アミンは、デカン酸と錯化または反応することなく、デカン酸を酸性組
成物中に可溶化し、そして、
　該組成物が、透明でありかつ効果的な抗菌活性を有する、組成物。
【請求項７】
　追加の薬剤をさらに含み、該追加の薬剤が、オクタン酸、へプタン酸、ノナン酸、ドデ
カン酸、ミリスチン酸、それらの異性体およびそれらの混合物からなる群から選択される
、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　該ＨＬＢが、１１～１４である、請求項６に記載の組成物。
【請求項９】
　該ＨＬＢが、１２～１４である、請求項６に記載の組成物。
【請求項１０】
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　０．０５ｗｔ％～１０ｗｔ％のデカン酸と、
　０．１５ｗｔ％～５５ｗｔ％の下記式：
【化３】

または
　Ｒ－Ｎ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ
（式中、Ｒは６個～１８個の炭素を有する飽和脂肪酸と６個～１８個の炭素を有する不飽
和脂肪酸との混合物を含む置換基であり、そしてｎは１～２０の整数である。）
の１種を有するエトキシル化アミンと、
　クエン酸酸味料と、
を含む抗菌性クリーナー組成物であって、
　該エトキシル化アミンが、１０～１４のＨＬＢを有し、
　該エトキシル化アミン：デカン酸が、５．５：１～３：１の質量比であり、
　該エトキシル化アミンは、デカン酸と錯化または反応することなく、デカン酸を酸性組
成物中に可溶化し、そして、
　該組成物が、透明でありかつ効果的な抗菌活性を有する、組成物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば脂肪酸抗菌剤のようなカルボン酸と、エトキシル化アミンのような非
イオン性界面活性剤とを含む抗菌性組成物に関する。この組成物は、表面を洗浄するのに
使用することができ、例えば固体シャワークリーナーおよび殺菌組成物、およびこれらの
使用法に使用することができる。
【背景技術】
【０００２】
　改良された効果と非刺激性、非腐食性を有する抗菌剤に対する長年のニーズがある。そ
のような物質に対する具体的な要件は、目的とする用途（例えば、消毒剤、殺菌剤、クリ
ーナー、滅菌剤など）、および適用できる公衆衛生の要件に応じて変化する。例えば、Ｇ
ｅｒｍｉｃｉｄａｌ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔ　Ｓａｎｉｔｉｚｉｎｇ　Ａｃｔｉｏ
ｎ　ｏｆ　Ｄｉｓｉｎｆｅｃｔａｎｔｓ，　Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｏｆ　
Ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｏｆｆｉｃｉａｌ　
Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｓに記載されているように、消毒剤は、いくつか
の試験生物に対して室温で３０秒以内に９９．９９９％の減少（５対数オーダーの減少）
を与えなければならず、一方殺菌剤は、ほとんどの確認されている病原性微生物を含むす
べての栄養細胞を死滅させなければならない。
【０００３】
　さらに脂肪酸抗菌剤のエステル化が無いことを確実にするために、脂肪酸抗菌剤が界面
活性剤と有効に結合している抗菌性組成物に対するニーズがある。アミン類に結合した脂
肪酸抗菌剤の通常の組成物はしばしば錯化して、組成物の安定性を低下させる。エステル
化と抗菌活性の喪失とを示す濁った組成物が、しばしば生じる。従って脂肪酸抗菌性組成
物のために、追加のカップリング組成物が必要である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、脂肪酸抗菌剤とエトキシル化アミン界面活性剤またはカップリング剤を含む
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か、これらからなるか、および／または本質的にこれらからなる抗菌性組成物と、そのよ
うな抗菌性組成物の使用法とに関する。本発明の利点は、水性溶媒中の飽和脂肪酸、例え
ばデカン酸のための相溶性カップリング剤を提供する。本発明の組成物は、固体の、高度
にバイオ系の、低コストの、非刺激性かつ非腐食性抗菌性クリーナーを与え、これは、安
定な使用水溶液を提供するのに使用できる。
【０００５】
　ある態様において、本発明は、約０．０５ｗｔ％～約２０ｗｔ％のカルボン酸抗菌剤と
、約０．１ｗｔ％～約３０ｗｔ％の非イオン性界面活性剤と、を含む組成物であって、上
記非イオン性界面活性剤：カルボン酸抗菌剤が、約５．５：１～約３：１の質量比であり
、そして上記組成物が、透明でありかつ効果的な抗菌活性を有する、組成物を含む。
【０００６】
　さらなる態様において、本発明は、約０．０５ｗｔ％～約１０ｗｔ％の脂肪酸抗菌剤と
、約０．１５ｗｔ％～約５５ｗｔ％の下記式
【化１】

または
　Ｒ－Ｎ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ
の１種を有するエトキシル化アミンと、を含む組成物であって、上記エトキシル化アミン
：脂肪酸が、約５．５：１～約３：１の質量比であり、そして上記組成物が、透明であり
かつ効果的な抗菌活性を有する、組成物を含む。
【０００７】
　本発明のさらなる態様において、対象物上の微生物個体数を減少させる方法は、約０．
０５ｗｔ％～約１０ｗｔ％の脂肪酸抗菌剤と、約０．１５ｗｔ％～約５５ｗｔ％の下記式

【化２】

または
　Ｒ－Ｎ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ
の１種を有するエトキシル化アミンと、を含む組成物と対象物とを接触させることを含み
、上記エトキシル化アミン：脂肪酸が、約５．５：１～約３：１の質量比であり、そして
上記組成物が、透明でありかつ効果的な抗菌活性を有する。
【０００８】
　ある態様において、上記組成物はまた、追加の任意の成分、例えば溶媒、希釈剤、金属
イオン封鎖剤、酸味料、または他の補助剤、例えば安定化剤、湿潤剤、増粘剤、発泡剤、
顔料色素またはそれらの混合物を含む。
【０００９】
　本発明の組成物と方法は、滅菌剤、消毒剤、殺菌剤、石鹸かす除去剤、ライムリムーバ
ー、脱灰剤（ｄｅｌｉｍｅｒ）、手洗い剤や消毒剤、および他のクリーナーとして使用さ
れる抗菌性組成物として特に有用である。本組成物と方法は、シャワークリーナー、殺菌
剤、および消毒剤として特に有用性を有する。本抗菌性組成物および方法はさらに、種々
の医療用途や食品サービス用途に有用性を有する。
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【００１０】
　多くの態様が開示されるが、本発明の例示態様を示し説明する以下の詳細な説明から、
本発明のさらに別の態様が当業者には明らかであろう。従って図面や詳細な説明は、本質
的に例示的なものであり限定的なものではないと理解すべきである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明は、固体シャワークリーナーと抗菌剤、およびこれらの使用法に関する。この組
成物およびこれを用いる洗浄方法は、通常の洗浄製品に対して多くの利点を提供する。例
えば本発明の組成物は、刺激性かつ非腐食性である、固体の、高度にバイオ系の、低コス
トの、シャワークリーナーおよび殺菌剤を提供する。本発明は、これらの多くの利点を、
黄色ブドウ球菌（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）や他の細菌に対して改
良された効果を示すとともに、提供する。微生物に適用されると（例えば、微生物を含む
表面に適用されると）、本発明の組成物は抗菌作用を示す。このような作用が起きるメカ
ニズムは、完全には理解されていない。しかし、後述の実施例に示されるように、本発明
の組成物と本発明の方法により、非常に迅速で実質的に完全な抗菌作用が達成される。
【００１２】
　本発明の態様は、特定の組成物やこれを用いる洗浄方法に限定されず、これは変化して
もよく、これは当業者により理解されている。さらに、本明細書において使用されるすべ
ての用語は、特定の態様を説明するためのみであり、決してその方法および範囲を限定す
るものではない、ことを理解すべきである。例えば、本明細書と添付の特許請求の範囲で
使用されるように、単数形「ａ」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」は、特に明記しない場合
は、複数の対象も含むことができる。さらに、すべての単位、添え字、および記号は、Ｓ
Ｉ単位系で示されることがある。本明細書内で記載される数値範囲は、範囲を規定する数
を含むものであり、規定された範囲内のそれぞれの整数を含む。
【００１３】
　本発明がより容易に理解できるように、まずいくつかの用語が定義される。特に明記し
ない場合は、本明細書において使用されるすべての技術用語と科学用語は、本発明の態様
が関連する分野の当業者により通常理解されているものと同じ意味を有する。本発明の態
様の実施において、不当に実験することなく、本明細書に記載のものと同様の、修飾され
た、または同等の多くの方法と材料を使用することができ、好適な材料や方法は本明細書
に記載されている。本発明の態様を記載し請求項に記載するために、後述の定義に従って
以下の用語が使用される。
【００１４】
　本明細書において用語「約」は、実際に濃縮物または使用溶液を作成するのに使用され
る典型的な測定操作および液体取り扱い操作により；これらの操作での偶然の誤差により
；組成物を作成し方法を実施するために使用される成分の製造、供給源または純度の差、
などにより、起きる数量の変動をいう。用語「約」はまた、具体的な初期混合物から得ら
れる組成物の異なる平衡条件により異なる量も包含する。用語「約」により修飾されるか
否かに関係なく、請求項は、起こることができる数量の変動である量と同等の量を含む。
【００１５】
　本明細書において用語「抗菌性組成物」は、細菌または胞子の個体数の９０％超の減少
（１対数オーダーの減少）を引き起こす能力を有する組成物をいう。好ましくは本発明の
抗菌性組成物は、６０℃で１０分以内に、そのような個体数の、９９％超の減少（２対数
オーダーの減少）、さらに好ましくは９９．９９％超の減少（４対数オーダーの減少）、
そして最も好ましくは９９．９９９％超の減少（５対数オーダーの減少）を与える。好ま
しくは本発明の抗菌性組成物は、１種以上の追加の生物の個体数の、９９％超の減少（２
対数オーダーの減少）、さらに好ましくは９９．９９％超の減少（４対数オーダーの減少
）、そして最も好ましくは９９．９９９％超の減少（５対数オーダーの減少）を与える。
その最も広い意味において、抗菌活性のこれらの定義は、現在の政府による規制のいくつ
かとは異なるが、用語「抗菌性」の本発明に関連する使用は、抗菌作用について特定の政



(6) JP 6092850 B2 2017.3.8

10

20

30

40

50

府基準との一致を示すことを意図するものではない。
【００１６】
　抗菌性の「殺菌」または「静菌」活性の区別、効果の程度を示す定義、およびこの効果
を測定するための公式の実験室プロトコールは、抗菌剤や抗菌性組成物の関連を理解する
ための考慮事項である。抗菌性組成物は、２種類の微生物細胞の傷害に影響を与えること
ができる。第１は、致死性の不可逆的作用であり、完全な微生物細胞の破壊または無能力
化を引き起こす。第２の種類の細胞傷害は、可逆的であり、微生物から薬剤が無くなると
、微生物が再度増殖することができる。前者は殺菌性であり、後者は静菌性である。消毒
剤と殺菌剤は、定義により、抗細菌活性または殺菌活性を与える物質である。これに対し
て、保存剤は一般に、阻害剤または静菌組成物として説明される。
【００１７】
　本明細書において用語「殺菌剤」は、ＡＯＡＣ　Ｕｓｅ　Ｄｉｌｕｔｉｏｎ　Ｍｅｔｈ
ｏｄｓ，　Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｏｆ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　ｔｈｅ
　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ　Ｃｈｅｍ
ｉｓｔｓ，　段落９５５．１４、および該当する節，　第１５版，　１９９０　（ＥＰＡ
　Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ　９１－２）に記載された方法を使用して、ほとんどの確認されて
いる病原性微生物を含むすべての栄養細胞を死滅させる物質をいう。
【００１８】
　本明細書において用語「医療表面」は、医療活動の一部として使用される、楽器、器具
、カート、ケージ、家具、構造物、建物などの表面をいう。医療表面の例は、患者の健康
を監視するために用いられる医療もしくは歯科用機器、医療もしくは歯科用器具、電子機
器、および医療が行われる構造物の床、壁、または備品、の表面を含む。医療表面は、病
院、手術室、病室、分娩室、霊安室、および臨床診断室に見られる。これらの表面は、「
硬質表面」を特徴とするもの（例えば、壁、床、ベッドパンなど）、または織布と不織布
の表面（例えば手術着、カーテン、ベッドリネン、包帯など）、または患者ケア設備（呼
吸器、診断装置、シャント、ボディスコープ、車椅子、ベッドなど） 、またはまたは手
術や診断装置であることができる。医療表面は、動物の医療で使用される物品や表面を含
む。
【００１９】
　本明細書において用語「装置」は、本発明の高濃度組成物を用いて洗浄することにより
利益を受けることができる種々の医療または歯科用装置または器具をいう。
【００２０】
　本明細書において用語「医療装置」、「歯科装置」、「医療器具」、「歯科器具」、「
医療設備」、または「歯科設備」は、医学または歯科学で使用される装置、器具、道具、
機器、用具、および設備をいう。そのような装置、器具、および設備は、低温滅菌、含浸
、または洗浄され、次に熱滅菌されたものか、または本発明の組成物で洗浄することによ
り利益を受けるものであることができる。これらの様々な装置、器具、および設備は、特
に限定されないが：診断装置、トレイ、鍋、ホルダー、ラック、鉗子、はさみ、大型はさ
み、鋸（例えば、骨鋸およびその刃）、止血鉗子、ナイフ、ノミ、骨鉗子、やすり、ニッ
パー、ドリル、ドリルビット、ラスプ、バリ、スプレッダー、ブレーカ、エレベータ、 
鉗子、針ホルダー、キャリア、クリップ、フック、丸のみ、キュレット、リトラクター、
ストレートナー、パンチ、エキストラクター、スコップ、 角膜切開刀、へら、 エクスプ
レッサー、トロカール、拡張器、ケージ、ガラス器具、チューブ、カテーテル、カニュー
レ、栓、ステント、関節鏡スコープ、および関連機器など、またはこれらの組み合わせを
含む。
【００２１】
　本明細書において用語「微生物」は、任意の無細胞または単細胞（コロニー性を含む）
生物をいう。微生物は、すべての原核生物を含む。微生物は、細菌（シアノバクテリアと
マイコバクテリアを含む）、地衣類、極微菌、原生動物、ビリノ、ウイロイド、ウイルス
、真菌（例えばカビ、酵母）、およびいくつかの藻類を含む。本明細書において用語「ｍ
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ｉｃｒｏｂｅ（微生物）」は、ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍ（微生物）と同義である。
【００２２】
　本明細書において用語「対象物」は、感覚で直接および/または間接に知覚できる材料
をいう。対象物は、硬質表面（例えば、ガラス、セラミックス、金属、天然および合成石
、木、およびポリマーなど）、エラストマーまたはプラスチック、織布および不織布基材
、食品加工表面、医療表面などを含む表面を含む。対象物はまた、食品（およびその表面
）、水やガスの本体または流れ（例えば、空気流）、および接客および産業分野で使用さ
れる表面および物品を含む。
【００２３】
　本明細書において用語「消毒剤」は、細菌汚染物質の数を、公衆衛生要件により判定し
て安全なレベルまで減らす物質をいう。好ましくは本発明で使用される消毒剤は、上記の
Ｇｅｒｍｉｃｉｄａｌ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔ　Ｓａｎｉｔｉｚｉｎｇ　Ａｃｔｉ
ｏｎ　ｏｆ　Ｄｉｓｉｎｆｅｃｔａｎｔｓ　法を使用すると、少なくとも９９．９９９％
の減少（５対数オーダーの減少）を与えるであろう。
【００２４】
　本明細書において用語「滅菌剤」は、無生物表面上のすべての生命体（細菌、ウイルス
、真菌、および胞子を含む）を破壊することができる物理的または化学的物質またはプロ
セスをいう。１つの方法は、ＡＯＡＣ　Ｓｐｏｒｉｃｉｄａｌ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ　ｏｆ
　Ｄｉｓｉｎｆｅｃｔａｎｔｓ，　Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｏｆ　Ａｎａｌ
ｙｓｉｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ａｎａｌ
ｙｔｉｃａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｓ，　段落　９６６．０４、および該当する節，　第１５
版，　１９９０　（ＥＰＡ　Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ　９１－２）　に記載されている。
【００２５】
　本明細書において用語「重量パーセント（ｗｅｉｇｈｔ　ｐｅｒｃｅｎｔ）」、「ｗｔ
％」、「重量パーセント（ｐｅｒｃｅｎｔ　ｂｙ　ｗｅｉｇｈｔ）」、「重量％」、およ
びこれらの変種は、その物質の重量を組成物の総重量で割って１００を掛けた物質の濃度
をいう。本明細書において「パーセント」、「％」などは、「重量パーセント」、「ｗｔ
％」などと同義であることが意図される。
【００２６】
　本発明の組成物と方法は、本発明の構成要素および成分ならびに本明細書に記載の他の
成分を含むか、これらからなるか、および／または、これらから本質的になることができ
る。本明細書において「から本質的になる」は、追加の工程、構成要素および成分が、請
求項に記載された方法、説明、装置、および組成物の基本的かつ新規な特徴を大きく変化
することがなければ、方法、説明、装置、および組成物が、その追加の工程、構成要素お
よび成分を含むことができることを意味する。
【００２７】
　中鎖脂肪酸抗菌剤と適切なカップリング剤とを含む組成物
　本発明は、抗菌剤（すなわち脂肪酸）とカップリング剤（例えばエトキシル化アミン）
とを含む抗菌性組成物に関する。ある態様においてエトキシル化アミンと脂肪酸抗菌剤の
組合せは、組成物成分の比率とともに、エトキシル化アミンの溶解度プロフィールとＨＬ
Ｂの結果として、組成物内の脂肪酸の溶解度を維持する。脂肪酸抗菌剤は、水で希釈する
と、直ちに分散されそして可溶となる。さらに抗菌性組成物は、抗菌性脂肪酸を充分に溶
解させながら、充分な温度安定性を示す。ある態様において脂肪酸抗菌剤用のエトキシル
化アミンカップリング剤は、少なくとも約５０°Ｆ～１２０°Ｆの温度で安定である。
【００２８】
　本発明において、脂肪酸の抗菌活性を保持する、安定で透明な組成物が生成され、理想
的なシャワー殺菌剤と浴室殺菌剤、洗浄剤、および他の洗浄組成物を提供する。本発明の
態様において、本組成物は、エトキシル化アミン界面活性剤を使用して、脂肪酸抗菌剤を
水性溶媒に効果的に結合させる。ある態様において、エトキシル化アミンは、脂肪酸と錯
化（ｃｏｍｐｌｅｘｉｎｇ）することなくまたは脂肪酸と反応することなく、脂肪酸を酸
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性組成物中に結合することができ、有効な汚染除去を提供する透明で安定な使用水溶液を
生成する。
【００２９】
　抗菌剤
　本発明の組成物は、脂質、脂肪酸、および／または低ＨＬＢ抗菌剤のような、抗菌剤を
含むことができる。適切な抗菌剤の例は、脂肪酸またはカルボン酸抗菌剤を含む。本発明
の態様において、好適な脂肪酸抗菌剤は、Ｃ６～Ｃ１６アルキルカルボン酸を含む中鎖脂
肪酸、例えばヘキサン酸、酪酸、オクタン酸、ヘプタン酸、ノナン酸、およびデカン酸を
含む。さらに好ましくは脂肪酸抗菌剤は、Ｃ８～Ｃ１２アルキルカルボン酸、よりさらに
好ましくはＣ９～Ｃ１０アルキルカルボン酸、例えばデカン酸（カプリン酸）を含む。所
望であれば、抗菌剤の混合物が使用できることを理解されたい。
【００３０】
　本発明の追加の態様において、適切な脂肪酸抗菌剤は、約６～約１６個の炭素原子を有
する、飽和または不飽和の脂肪族もしくは芳香族脂肪酸、またはこれらの脂肪酸の混合物
を含む。ある態様において脂肪族脂肪酸は、飽和している。ある態様において脂肪酸は、
約８～約１２個の炭素原子を含む。ある態様において脂肪酸は、約９～約１０個の炭素原
子を含む。脂肪酸は、直鎖、分枝鎖、または環状であることができ、置換基が抗菌活性に
影響を与えない限りは、ヒドロキシル基またはエーテル結合のような置換基原子を含むこ
とができる。適切な脂肪酸は、例えばヘキサン酸、ヘプタン酸、オクタン酸、ノナン酸、
デカン酸、ドデカン酸、ミリスチン酸、またはこれらの混合物を含む。ある態様において
脂肪酸は、ヘプタン酸、オクタン酸、ノナン酸、デカン酸、ドデカン酸、またはこれらの
混合物を含む。ある態様において脂肪酸は、好ましくはデカン酸を含む。
【００３１】
　本発明の組成物は、固体の濃縮組成物から、微生物減少の所望の速度および効果を達成
するのに充分な抗菌剤を含有する。抗菌剤は、固体濃縮組成物中に、約０．１～約３５ｗ
ｔ％、約０．１～約３０ｗｔ％、約０．１～約２５ｗｔ％、約０．１～約２０ｗｔ％、約
０．１～約１５ｗｔ％、約０．１～約１０ｗｔ％、約０．５～約１０ｗｔ％、約０．５～
約７ｗｔ％、または約０．５～約５ｗｔ％存在することができる。抗菌剤は、ある範囲の
一部としてではなくこれらの量の任意の量で、および／または「約」により修飾されない
これらの量の任意の量で、存在することができる。
【００３２】
　本発明の組成物はさらに、使用溶液組成物から、微生物減少の所望の速度および効果を
達成するのに充分な抗菌剤を含有する。抗菌剤は、使用組成物中で、例えば使用溶液中で
、約０．０５～約２５ｗｔ％、約０．０７～約２０ｗｔ％、約０．０７～約５ｗｔ％、約
０．０５～約３ｗｔ％、約０．０７～約３ｗｔ％、約０．０５～約１５ｗｔ％、約０．１
～約２５ｗｔ％、約０．１～約２０ｗｔ％、約０．１～約１０ｗｔ％、約０．１～約５ｗ
ｔ％、約０．１～約４ｗｔ％、約０．１～約３ｗｔ％、または約０．１～約１５ｗｔ％で
存在することができる。抗菌剤は、ある範囲の一部としてではなくこれらの量の任意の量
で、および／または「約」により修飾されないこれらの量の任意の量で、存在することが
できる。
【００３３】
　本発明の抗菌性組成物は、追加の抗菌剤を含有するように任意に調合することができる
。この追加の抗菌剤は、抗菌活性のある溶媒中でまたは希釈溶媒中に、溶解または分散さ
れることができる。好適な追加の抗菌剤は、カルボン酸、二塩基酸、または三塩基酸（例
えば、酪酸、ヘプタン酸、オクタン酸、ノナン酸、デカン酸、サリチル酸、マンデル酸、
コハク酸、アジピン酸、グルタル酸、ＥＤＴＡ、クエン酸、またはこれらの異性体）、カ
ルボン酸エステル（例えばｐ－ヒドロキシ安息香酸アルキルおよび桂皮酸アルキル）、ス
ルホン酸（例えば、ドデシルベンゼンスルホン酸）、ヨード化合物または活性ハロゲン化
合物（例えば、ヨウ素、 ハロゲン間化合物、ポリハロゲン化物、金属次亜塩素酸塩、次
亜塩素酸、金属次亜臭素酸塩、次亜臭素酸、クロロ－およびブロモ－ヒダントイン、二酸
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化塩素および亜塩素酸ナトリウム）、過酸化水素を含む活性酸素化合物、単離または平衡
由来もしくは単離された過酸、例えばクロロ過安息香酸、過酢酸、過ヘプタン酸、過オク
タン酸、過デカン酸、過ギ酸、過クエン酸、過グリコール酸、過乳酸、過安息香酸、およ
び二塩基酸またはジエステルから誘導されるモノエステル過酸（例えば、アジピン酸、コ
ハク酸、グルタル酸、またはマロン酸およびこれらの混合物）、過酸化ベンゾイルを含む
有機過酸化物、過酸化アルキルベンゾイル、オゾン、一重項酸素発生器、およびこれらの
混合物、フェノール誘導体（例えば、ｏ－フェニルフェノール、ｏ－ベンジル－ｐ－クロ
ロフェノール、ｔｅｒｔ－アミルフェノール、およびＣ１～Ｃ６アルキルヒドロキシベン
ゾエート）、四級アンモニウム化合物（例えば、アルキルジメチルベンジルアンモニウム
クロリド、ジアルキルジメチルアンモニウムクロリド、およびこれらの混合物）、および
このような抗菌剤の混合物を、微生物防御の所望の程度を与えるのに充分な量で含む。
【００３４】
　エトキシル化アミン類
　水性溶媒中の脂肪酸抗菌剤、例えばデカン酸のためのカップリング剤を提供するために
、種々の界面活性剤を本発明の組成物で使用することができる。一般に、界面活性剤本体
と使用レベルは、抗菌剤の特性（脂肪酸抗菌剤の溶解度を含む）に基づいて選択される。
本発明の好適な組成物は、抗菌剤の錯化（すなわち、抗菌剤が、ミセル内にあり、組成物
と接触される微生物に対する抗菌作用を与えることができない）を引き起こす過可溶化を
することなく、充分な溶解度を与えるために、充分に高いＨＬＢ値を有する界面活性剤を
使用する。ＨＬＢが界面活性剤の親水性基と疎水性基の経験的表現であり、ＨＬＢ値が高
いほど、界面活性剤はより水溶性であることを、当業者は認識している。
【００３５】
　ある態様において、界面活性剤のＨＬＢは、約７～約１４、好ましくは約７．５～約１
４、さらに好ましくは約１０～約１４、または約１１～約１４、さらには約１２～約１４
より大きいかまたはこれに等しい。本発明の界面活性剤は、不溶性沈着物の生成を引き起
こさず、臭いが少なく毒性が低い。１種以上の界面活性剤の所望のＨＬＢを得るために、
所望であれば界面活性剤の混合物を使用することができる。
【００３６】
　ある態様において、本組成物は、脂肪酸抗菌剤と組合せて使用される非イオン性界面活
性剤、好ましくはエトキシル化アミンを含む。本発明において、エトキシル化アミンと抗
菌剤との比は、脂肪酸成分の溶解度と抗菌活性の維持のための適切な結合を与えるように
調整される。エトキシル化アミンと抗菌剤との比は、約９：１～約１：１（エトキシル化
アミン対脂肪酸抗菌剤）、約８：１～約１：１、約７：１～約２：１、約６：１～約２：
１、約５．５：１～約３：１、約５．５：１～約４．５：１、約４．５：１～約約３：１
、または約４．５：１の範囲である。本発明の好適な態様において、水性溶媒中のエトキ
シル化アミンとデカン酸抗菌剤の比は、約４．５：１～約５．５：１である。
【００３７】
　本組成物は、種々のエトキシル化アミンのいずれを含むことができる。ある態様におい
て、エトキシル化アミンは、下記式
【化３】

または
　Ｒ－Ｎ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ
の１種を有して、分枝鎖であるかまたは分枝鎖でなくてもよい。
【００３８】
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　本発明において、Ｒは、直鎖もしくは分枝鎖のアルキルまたはアルキルアリール置換基
であることができる。Ｒは、１～２４個の炭素原子を有する置換基であることができ、各
ｎは１～２０であることができる。本発明の態様において、ｎは１～１６、ｎは１～１５
、ｎは１～１４、ｎは１～１３、ｎは１～１２、ｎは１～１１、ｎは１～１０、ｎは１～
９、ｎは１～８、ｎは１～６、ｎは１～５、ｎは１～４、またはｎは１～３である。
【００３９】
　さらなる態様において、Ｒは、ヤシ油から誘導され、ｎは１～１４、好ましくは６～１
２であり、約１０～１４のＨＬＢを有する。本発明の分枝鎖のエトキシル化アミンにおい
て、総ＥＯ基（ｎ＋ｎ）は、好ましくは６～１２または６～１０である。さらなる態様に
おいて、Ｒは、エチレンオキサイド、プロピレンオキサイド、またはブチレンオキシド単
位でキャップされているかまたは終わっている。本発明のエトキシル化アミンの適切なＣ
ＡＳ番号は６１７９１－１４－８である。
【００４０】
　本発明の態様において、エトキシル化アミンのＲ基は、水溶液内で脂肪酸抗菌剤を安定
化し可溶化するのに充分な溶解度を提供する。本発明の態様において、界面活性剤はアル
コールを含まず、２４個未満の炭素原子を有する中鎖～短鎖炭素基である。本発明のさら
なる態様において、エトキシル化アミンはココアミン（ｃｏｃｏａｍｉｎｅ）である。エ
トキシル化ココアミン類は、例えばバロニック（Ｖａｒｏｎｉｃ：商標）（Ｅｖｏｎｉｋ
　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ）、およびトキシムル（Ｔｏｘｉｍｕｌ：商標）（Ｓｔｅｐａｎ
　Ｃｏｍｐａｎｙ）（バロニック（商標）Ｋ－２１０およびトキシムル（商標）ＣＡ７．
５を含む）のような商品名で市販されている。
【００４１】
　好適な態様において、エトキシル化アミンは、デカン酸のような抗菌性脂肪酸の物理的
安定性の維持を確実にするのに適した溶解度を提供するＲ置換基に従って選択される。本
発明の特定の理論に限定されるつもりは無いが、エトキシル化アミンのＲ基の溶解度は、
エトキシル化アミン：抗菌剤の比が約３．５：１～５．５：１を超えて上昇していること
を必要としなくなる。
【００４２】
　ある態様において、濃縮または使用溶液の溶解度と透明性を保持しながら、および／ま
たは脂肪酸抗菌剤の作用を阻害することなく、エトキシル化ココアミンは、濃縮または使
用抗菌性組成物に物理的安定性を提供する。本発明の態様において、本組成物は、１次可
溶化（カップリング）剤または乳化剤としてエトキシル化ココアミンを含む。
【００４３】
　本発明の組成物は、微生物減少の効果を妨害することなく、使用溶液の所望の溶解度を
達成するのに充分なエトキシル化アミン界面活性剤を含有する。エトキシル化アミンは、
固体濃縮組成物中に、約０．２～約９５ｗｔ％、約０．３～約９５ｗｔ％、約０．４～約
９５ｗｔ％、約０．２～約９０ｗｔ％、約０．２～約６０ｗｔ％、約１～約６０ｗｔ％、
約１～約５０ｗｔ％、約１～約３０ｗｔ％、または約１～約２０ｗｔ％で存在することが
できる。抗菌剤は、ある範囲の一部としてではなくこれらの量の任意の量で、および／ま
たは「約」により修飾されないこれらの量の任意の量で、存在することができる。
【００４４】
　本発明の組成物は、微生物減少の効果を妨害することなく、使用溶液の所望の溶解度を
達成するのに充分なエトキシル化アミン界面活性剤を含有する。エトキシル化アミンは、
使用組成物中に存在することができ、例えば使用溶液中に、約０．００５～約２５ｗｔ％
、約０．０１～約２０ｗｔ％、約０．０１～約５ｗｔ％、約０．０１５～約３ｗｔ％、約
０．０３～約３ｗｔ％、約０．０５～約１５ｗｔ％、約０．１～約２５ｗｔ％、約０．１
～約２０ｗｔ％、約０．１～約１０ｗｔ％、約０．２～約１０ｗｔ％、約０．４～約１０
ｗｔ％、約０．４～約５ｗｔ％、約０．４～約２０ｗｔ％、約０．４～約５ｗｔ％、約０
．４～約４ｗｔ％、約０．４～約２ｗｔ％、または約０．４～約１ｗｔ％で存在すること
ができる。抗菌剤は、ある範囲の一部としてではなくこれらの量の任意の量で、および／
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または「約」により修飾されないこれらの量の任意の量で、存在することができる。
【００４５】
　本発明の態様において、抗菌性組成物は、非イオン性界面活性剤およびカルボン酸抗菌
剤を含むか、これらからなるか、またはこれらから本質的になり、ここで非イオン性界面
活性剤は、狭い範囲のＨＬＢ値と、充分な可溶性のＲ基と、デカン酸のようなカルボン酸
抗菌剤の完全な抗菌効果を保持する界面活性剤：抗菌剤比を有する。
【００４６】
　本発明の具体的な態様において、本組成物は、約０．０５ｗｔ％～約２０ｗｔ％のカル
ボン酸抗菌剤、および約０．１ｗｔ％～約３０ｗｔ％の非イオン性界面活性剤を含み、上
記エトキシル化アミン：脂肪酸が、約５．５：１～約３：１の質量比であり、そして上記
組成物が、透明でありかつ効果的な抗菌活性を有する。このような態様において、カルボ
ン酸抗菌剤は、Ｃ６～Ｃ１６アルキルカルボン酸、その塩またはエステルであり、例えば
Ｃ６～Ｃ１２アルキルカルボン酸は、オクタン酸、ヘプタン酸、ノナン酸、デカン酸、ド
デカン酸、ミリスチン酸、これらの異性体、またはこれらの混合物を含む。好ましくは、
非イオン性界面活性剤はエトキシル化アミンであり、抗菌剤はデカン酸であり、エトキシ
ル化アミン：デカン酸の比は、約４．５：１である。
【００４７】
　本発明のさらなる態様において、本組成物は、約０．０５ｗｔ％～約１０ｗｔ％の脂肪
酸抗菌剤と、約０．１５ｗｔ％～約５５ｗｔ％の下記式
【化４】

または
　Ｒ－Ｎ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ
の１種を有するエトキシル化アミンと、を含み、上記エトキシル化アミン：脂肪酸が、約
５．５：１～約３：１の質量比であり、そして上記組成物が、透明でありかつ効果的な抗
菌活性を有する。好ましくは、脂肪酸抗菌剤は、オクタン酸、ヘプタン酸、ノナン酸、デ
カン酸、ドデカン酸、ミリスチン酸、これらの異性体、またはこれらの混合物を含み、エ
トキシル化アミンは、約７．５～約１４の親水性－親油性バランス（ＨＬＢ）を有する。
さらに好ましくはエトキシル化アミンのＨＬＢは約１０～約１４であり、エトキシル化ア
ミンのＲ基は、６～１８個の炭素を有する飽和および不飽和脂肪酸の混合物を含む置換基
である。さらに好ましくは、Ｒ基は、ヤシ油から誘導される置換基である。さらに本発明
の態様において、エトキシル化アミン：脂肪酸が、約５．５：１～約３：１の質量比であ
る。
【００４８】
　酸または酸味料
　本発明の組成物は、ｐＨを減少させるために１種以上の成分、例えば１種以上の酸また
は酸味料を含むことができる。適切な酸は、有機酸および無機酸を含む。例えば、適切な
無機酸は、リン酸、塩酸、硝酸、硫酸、スルファミン酸、これらの混合物などを含む。例
えば、適切な有機酸は、乳酸、クエン酸、プロピオン酸、酢酸、ヒドロキシ酢酸、ギ酸、
グルタル酸、リンゴ酸、ヒドロキシプロピオン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、
フマル酸、これらの混合物などを含む。ある態様において、酸は、リン酸、乳酸、または
これらの混合物を含む。ある態様において、酸は、リン酸、乳酸、ヒドロキシ酢酸、また
はこれらの混合物を含む。ある態様において、酸は、クエン酸、乳酸、尿素塩酸塩、また
はこれらの混合物を含む。
【００４９】
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　溶媒
　種々の流体は、その液体形態の水を含め、希釈溶媒として使用することができる。本発
明の組成物は、販売されているような希釈溶媒（例えば水）を含むように調製するか、ま
たは、希釈溶媒は使用時までの任意の時間に添加することができる。好ましくは本発明の
濃縮物は、販売されているような希釈溶媒をほとんどまたは全く含まない。希釈された組
成物が、標的微生物に適用された場合、所望の抗菌挙動を示すなら、種々の希釈比を使用
することができる。濃縮物中の成分は、希釈混合物の約１～約９９ｗｔ％であってもよい
。さらなる指針として、希釈された組成物は好ましくは、希釈溶媒中に抗菌活性溶媒の溶
解度限界に近い量の抗菌活性溶媒を含む。さらに、希釈された抗菌性組成物は好ましくは
、水性であり、追加の抗菌剤を含有し、かつ透明または準安定である。例えば、抗菌性組
成物を希釈して、約３％の好適な使用濃度にするために、水を使用することができる。
【００５０】
　さらなる態様において、本組成物は、有機溶媒および水性溶媒を含む１種以上の溶媒を
含むことができる。例えば適切な溶媒は、イソプロパノール、他の低級アルコール、グリ
コールエーテル、これらの混合物などを含む。例えば、適切な水性溶媒は、水、水と有機
溶媒との混合物、これらの混合物などを含む。ある態様において、溶媒は、イソプロパノ
ール、水、またはこれらの混合物を含む。
【００５１】
　界面活性剤
　本組成物は、１種以上の界面活性剤を含むことができる。界面活性剤または界面活性剤
混合物は、非イオン性界面活性剤、半極性非イオン性界面活性剤もしくは陰イオン性界面
活性剤、またはこれらの任意の組合せを含むことができる。一般に、使用溶液組成物に有
用な界面活性剤または界面活性剤混合物の濃度は、約０．０１～約３０ｗｔ％、約１～約
３０ｗｔ％、約２～約２０ｗｔ％、または約５～約１５ｗｔ％の範囲に入る。これらのパ
ーセントは、界面活性剤以外に、溶媒、色素、着臭剤などを含有することができる、市販
の界面活性剤組成物のパーセントをいうことができる。この場合、実際の界面活性剤化学
物質のパーセントは、上記リストより小さくてもよい。これらのパーセントは、実際の化
学物質のパーセントをいう。界面活性剤は、ある範囲の一部としてではなくこれらの量の
任意の量で、および／または「約」により修飾されないこれらの量の任意の量で、存在す
ることができる。
【００５２】
　ある態様において、界面活性剤は、陰イオン性界面活性剤、両性界面活性剤、非イオン
性界面活性剤、またはそれらの混合物を含む。好適な態様において、界面活性剤は非イオ
ン性界面活性剤を含む。本発明において有用な非イオン性界面活性剤は、一般に有機疎水
性基と有機親水性基の存在によって特徴付けられ、典型的には、有機、脂肪族、アルキル
芳香族、脂肪アルコール、またはポリオキシアルキレン疎水性化合物と、通常はエチレン
オキサイドまたはそのポリヒドレーション生成物であるポリエチレングリコールである親
水性のアルカリ酸化物部分とを縮合することにより製造される。実際には、反応性水素原
子を有するヒドロキシル基、カルボキシル基、アミノ基、またはアミド基を有する任意の
疎水性化合物と、エチレンオキシド、またはそのポリヒドレーション（ｐｏｌｙｈｙｄｒ
ａｔｉｏｎ）付加物、またはプロピレンオキサイド等のアルコキシレンとのその混合物と
縮合して、非イオン性界面活性剤を生成することができる。任意の特定の疎水性化合物と
縮合される親水性のポリオキシアルキレン成分の長さを、容易に調整して、親水性と疎水
性の所望の程度のバランスを有する水分散性または水溶性化合物を得ることができる。
【００５３】
　本発明の組成物で使用するための適切な非イオン性界面活性剤、半極性非イオン性界面
活性剤、または陰イオン性界面活性剤の更なる説明は、米国特許第７，３４１，９８３号
により詳しく開示されている。
【００５４】
　金属イオン封鎖剤
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　本組成物は、１種以上の金属イオン封鎖剤を含むことができる。好適な金属イオン封鎖
剤は、溶液中の金属イオンを封鎖する有機キレート化合物、特に遷移金属イオンを含む。
このような金属イオン封鎖剤は、有機アミノ－またはヒドロキシ－ポリホスホン酸錯化剤
（酸または可溶性塩形態のいずれか）、カルボン酸、ヒドロキシカルボン酸、またはアミ
ノカルボン酸を含む。
【００５５】
　本組成物に一般的に有用なキレート剤または金属イオン封鎖剤は、（酸性の形で表現さ
れた）アルキルジアミンポリ酢酸型のキレート剤の塩または酸、例えば、特に、エチレン
ジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ヒドロキシエチルエチルエチレンジアミン三酢酸（ＨＥＤ
ＴＡ）、およびエチレントリアミン五酢酸、ホスホン酸、およびホスホン酸型キレート剤
を含む。適切なホスホン酸およびホスホン酸塩は、１－ヒドロキシエチリデン－１，１－
ジホスホン酸（ＨＥＤＰ）、エチレンジアミンテトラキスメチレンホスホン酸（ＥＤＴＭ
Ｐ）、ジエチレントリアミンペンタキスメチレンホスホン酸（ＤＴＰＭＰ）、シクロヘキ
サン－１，２－テトラメチレンホスホン酸、アミノ［トリ（メチレンホスホン酸）］、（
エチレンジアミン［テトラメチレンホスホン酸）］、２－ホスフェンブタン－１，２，４
－トリカルボン酸、並びにアルキル金属塩、アンモニウム塩、または例えば、モノ、ジ、
もしくはテトラエタノールアミン塩などのアルキロイルアミン塩を含む。
【００５６】
　補助剤
　本組成物はまた、任意の数の補助剤、例えば、組成物に添加することができる任意の数
の成分の中で、安定化剤、湿潤剤、増粘剤、発泡剤、顔料または染料を含むことができる
。このような補助剤は、本組成物とともにあらかじめ調合されるか、または本組成物の添
加と同時にまたは後に、システムに追加することができる。本組成物はまた、用途により
必要とされる任意の数の他の成分を含有することができ、これらは、公知であり、本組成
物の活性を促進することができる。このような補助剤および／または成分の種類と量は、
当業者には明らかであろう。
【００５７】
　抗菌剤の溶解度
　本発明の好適な組成物と方法は、表面への本組成物の適用後に相分離または相分割を受
けない安定な抗菌性組成物を提供する。用語「相」は、流体系中に存在するかまたはその
中で生成することができる均一な流体部分をいう。用語「複数の相」は、不均一な流体系
中の２種以上の相の存在をいう。本発明のいくつかの態様において、本組成物（および、
そのような組成物を使用する本発明のいくつかの方法）、特に抗菌活性のある溶媒と特定
の共溶媒または界面活性剤の量は、抗菌性組成物の安定な溶液を生成するのに充分な比率
で一緒にされる。そのような組成物は、透明な外観を有し、相分離を受けず、相分割を受
けない。
【００５８】
　簡単にするために、本明細書の残りの部分は、透明の１相混合物を保持する本発明の組
成物について考察する。しかし、本発明の態様が、抗菌剤の溶解度限界に近づいているわ
ずかに濁った相分散物を含むことができることを、当業者は理解するであろう。所望であ
れば、飽和した抗菌剤溶解度を有する組成物を使用できることは、理解されるであろう。
しかし、本発明の好適な態様は、界面活性剤の抗菌剤に対する比率を上げる必要無く、抗
菌剤の溶解度を達成する。
【００５９】
　濃縮物と使用溶液組成物
　本発明の組成物は、抗菌活性剤、エトキシル化アミン、および他の成分を一緒にするこ
とにより調製することができ、これは、濃縮物または超濃縮物ろ生成するように混合され
るか、またはこれは使用の場で希釈されて、使用溶液組成物を生成できる。
【００６０】
　本発明において、超濃縮物は、意図的に加えられる原料として水を含まない（ただし、
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一部の成分中に水が存在してもよい）。流動性を有しかつ安定で、小さく分配された容量
または個々の投与パックを与えるのに有用な超濃縮物を、調合することができる。本発明
において、固体濃縮組成物は、対象物への適用前に希釈されて使用溶液となる。主に経済
的な理由により、濃縮物は通常販売され、好ましくは最終ユーザーが濃縮物を水または水
性希釈剤で希釈して使用溶液とするであろう。
【００６１】
　濃縮組成物中の活性組成物のレベルは、目的の希釈率と脂肪酸抗菌剤の所望の活性とに
よる。一般に、希釈剤（例えば水）１ガロン当たり約０．１～約２５オンスの濃縮物組成
物の希釈が、適切な使用組成物を与える。高い使用温度（２５℃より高い）または長い曝
露時間（３０秒より長い）が使用できる場合は、より高い使用希釈物も使用することがで
きる。典型的な使用場所では、濃縮物は、通常利用可能な多量の水道水または給水を使用
して希釈される。
【００６２】
　こうして本発明の組成物は調合され、そのまま使用するため、または溶媒濃縮物として
販売される。所望であれば、このような濃縮物は、抗菌剤としてそのまま使用することが
できる。しかし濃縮物は典型的には、次に使用水溶液を生成する流体（例えば水）で希釈
されるであろう。
【００６３】
　好ましくは、濃縮物は、そのような希釈の前に単一の相を形成し、その中で販売される
容器中に保存されてとどまる。水または他の所望の希釈液と適切な希釈レベルで組合せて
、軽く攪拌（溶液を攪拌またはポンプ攪拌）されると、本発明の一部の組成物は、準安定
な分散体を生成し、本発明の他の組成物は、透明で準安定な溶液または分散物を生成する
であろう。準安定組成物が生成される場合、本組成物は好ましくは、充分に長い期間準安
定状態で維持され、従って本組成物は、相分離の開始前に表面に適用することができる。
噴霧のような適切に迅速な適用法が使用される場合、または適用中に攪拌が使用される場
合は、準安定状態はほんの数秒間続く必要がある。この準安定状態は、好ましくは混合後
少なくとも１分以上続き、組成物は適切な容器中で保存され、好ましくは混合後５分以上
続く。アプリケータの通常の再充填または補給（例えば、アプリケータを組成物中に浸す
）すると、適用中の組成物の準安定状態を維持するのに充分な攪拌を与えるであろう。
【００６４】
　希釈溶媒として種々の流体を使用することができ、例えば液体型の水、蒸気、濃縮ガス
、および他の超臨界流体（例えばＣＯ２）がある。所望であれば、希釈溶媒の混合物を使
用することができる。好ましくは、希釈溶媒は、液体型の水から本質的になるか、または
これからなる。本明細書の残りの部分は、主に希釈溶媒としての液体型の水の使用を考察
するが、所望であれば、他の適切な流体を液体形態の水に加えるかまたはその代わりに使
用できることを理解されたい。
【００６５】
　キット
　本発明の抗菌性組成物は、本発明の方法を実施するための適切な説明書とともに、本組
成物を含むキットの形で販売することができる。このような説明書は、典型的には、推奨
される希釈率、用途、適用法、および安全上の注意を含むであろう。
【００６６】
　使用方法
　本発明の洗浄方法は、ある表面に本発明の抗菌性組成物を接触させることを含むか、こ
れからなるか、および／またはこれから本質的になる。抗菌性組成物は、種々の方法を使
用して、微生物にまたは汚れたもしくはきれいな表面に適用することができる。例えば抗
菌性組成物は、表面上に噴霧されるかまたは表面が拭き取られ、組成物は表面上を流され
るか、または表面は組成物中に浸されることができる。本組成物は、液体、ゲル、エアゾ
ル、ワックス、固体、または粉末として調合することができる。蒸気または他のガス状希
釈溶媒が使用される場合、組成物は、ガス状態で適用されるように調合することができる
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。
【００６７】
　本発明の抗菌性組成物は、種々の家庭用または工業用用途で、例えば表面または対象物
上の微生物個体数を減少させるために、使用することができる。本組成物は、台所、浴室
、工場、病院、歯科医院や食品工場を含む様々な場所に適用することができ、かつ、滑ら
かな、不規則な、または多孔質形状を有する硬質または軟質の様々な表面に適用すること
ができる。適切な硬質表面は、例えば建築物の表面（例えば、床、壁、窓、シンク、テー
ブル、カウンター、および看板）、食器、硬質表面の医療または手術用装置や器具、およ
び硬質表面の包装を含む。このような硬質表面は、例えば、セラミックス、金属、ガラス
、木、または硬質プラスチックを含む種々の材料から作られることができる。適切な軟質
表面は、例えば紙、フィルター媒体、病院や手術リネンおよび衣類、軟質表面医療または
手術用装置や器具、および軟質表面の包装を含む。そのような軟質表面は、例えば、紙、
繊維、織物または不織布、軟質プラスチック、およびエラストマーを含む種々の材料から
作られることができる。本発明の組成物はまた、食品および皮膚のような柔らかい表面に
適用することができる。本組成物はまた、葉、茎、塊茎、根、種子、等を含む成長または
収穫された植物材料への適用に適している。
【００６８】
　本発明の抗菌性組成物は、滅菌剤、消毒剤、殺菌剤、石鹸かす除去剤、ライムリムーバ
ー、脱灰剤（ｄｅｌｉｍｅｒ）、手洗い剤や消毒剤、および他のクリーナーのような製品
中に含まれることができる。本組成物は、シャワークリーナー、殺菌剤、および消毒剤と
して特に有用性を有する。本抗菌性組成物および方法は、種々の健康管理用途や食品サー
ビス用途で使用することができる。
【００６９】
　本明細書中のすべての刊行物や特許出願は、本発明に関する分野の技術レベルを示す。
本明細書においてすべての刊行物や特許出願は、個々のすべての刊行物や特許出願が具体
的にかつ個々に参照により記載されるものと同程度に、参照により本明細書に取り込まれ
る。
【実施例】
【００７０】
　本発明の態様は、以下の非限定の例でさらに規定される。これらの実施例は、本発明の
いくつかの態様を示すが、例示目的のみで示されることを理解されたい。上記記載とこれ
らの実施例から、当業者は、本発明の基本的な特性を確認することができ、かつ本発明の
精神と範囲を逸脱することなく、本発明の態様の種々の変更や修飾をなして、これを種々
の用途や条件に適合させることができる。すなわち、本明細書に示し説明したもの以外に
、本発明の態様の種々の修飾は、上記説明から当業者には明らかであろう。このような修
飾はまた、添付の特許請求の範囲内に入ることが意図される。
【００７１】
　例１
　本発明の殺菌効果について、いくつかの組成物製剤を評価した。本組成物と対照は、Ａ
ＯＡＣ　Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ｍｅｔｈｏｄ　９６１．０２　とその該当する節　（Ｇｅｒ
ｍｉｃｉｄａｌ　Ｓｐｒａｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｓ　Ｄｉｓｉｎｆｅｃｔａｎｔｓ）
　に基づく殺菌噴霧試験（Ｇｅｒｍｉｃｉｄａｌ　Ｓｐｒａｙ　Ｔｅｓｔ　（ＧＳＴ）　
）法に記載された方法を使用して、黄色ブドウ球菌（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａ
ｕｒｅｕｓ）に対する抗菌活性について評価された。改訂された方法は、Ｏｆｆｉｃｉａ
ｌ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｏｆ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　（２００９）　１８ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏ
ｎ，　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ　Ｃｈ
ｅｍｉｓｔｓ　（ＡＯ　ＡＣ）　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，　Ｍｅｔｈｏｄｓ　９６
１．０２，　Ｇａｉｔｈｅｒｓｂｕｒｇ，　ＭＤ，　Ｃｈａｐｔｅｒ　６　で入手できる
。この方法は、黄色ブドウ球菌（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）に対し
て、周囲温度（これは、標準実験室操作手順に従うと、１５～３０℃である）で５分間の
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【００７２】
　材料：本発明の試験方法に従って以下の材料が使用された。
　黄色ブドウ球菌（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）（ＡＴＣＣ　Ｎｏ．
　６５３８）
　バロニック（商標）Ｋ－１２０（Ｖａｒｏｎｉｃ　Ｋ－２１０）、エトキシル化ココア
ミン１０ＥＯ
　デカン酸（カプリン酸) 
　クエン酸、２－ヒドロキシプロパン－１，２，３－トリカルボン酸、３－ヒドロキシペ
ンタン２酸－３－カルボン酸
　コラトロープ（Ｃｏｌａｔｒｏｐｅ）、イソノナン酸
　トマドール（Ｔｏｍａｄｏｌ：商標）１－９、アルコールエトキシレート
　バロニック（商標）Ｋ－２０５（Ｖａｒｏｎｉｃ　Ｋ－２０５）、エトキシル化ココア
ミン５ＥＯ
　スルホン化直鎖アルキルベンゼン（ＬＡＳ）
　リンゴ酸、ヒドロキシブタン２酸
【００７３】
　例２
　初期の製剤試験は、良好な洗浄特性と殺菌特性を達成したが、温度安定性が低く、温度
安定性を改良するために、調合物中で代用するための別の界面活性剤を同定する必要があ
った。これらの代替界面活性剤の探索中に、界面活性剤の親水性－親油性バランス（ＨＬ
Ｂ）、界面活性剤のＲ基、および界面活性剤と脂肪酸との比率を変更することにより、効
果が大きな影響を受けることがわかり、デカン酸が有効なままである制限内で、狭い範囲
のＨＬＢ値、Ｒ基、および界面活性剤比を見出した。
【００７４】
　界面活性剤の脂肪酸に対する比の試験
　界面活性剤の酸に対する比を表１に示すように変更して、２種類の殺菌組成物の調合物
を製造した。

【表１】

【００７５】
　石けんかすの汚れと胎児牛血清を有する４００ｐｐｍの硬水で、黄色ブドウ球菌（Ｓｔ
ａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）に対して殺菌噴霧試験（Ｇｅｒｍｉｃｉｄａ
ｌ　Ｓｐｒａｙ　Ｔｅｓｔ　（ＧＳＴ）　）法を使用して、殺菌組成物の調合物を調べた
。結果を表２に示し、ここで、６０のうち５８を超える陰性キャリアー（Ｎｅｇａｔｉｖ
ｅ　Ｃａｒｒｉｅｒｓ）があり、試験は合格であった。



(17) JP 6092850 B2 2017.3.8

10

20

30

40

【表２】

【００７６】
　界面活性剤の脂肪酸に対する比で４．５を有する殺菌組成物の調合物は、ＧＳＴ試験で
合格の結果を与えた。界面活性剤の脂肪酸に対する比がより高い５．５を有する殺菌組成
物の調合物は、すべての細菌をうまく死滅させることができない結果として、ＧＳＴに合
格しなかった。
【００７７】
　例３
　界面活性剤ＨＬＢ範囲の試験
　表３に示されるように、ＨＬＢの異なる界面活性剤を用いて、２種の殺菌組成物の調合
物を製造した。１３．８のＨＬＢを有する例２からの調合物１を、ＧＳＴ法を使用して、
１．０のＨＬＢを有する界面活性剤と比較した。結果を表４に示す。
【表３】

【表４】

【００７８】
　この結果は、殺菌組成物の脂肪酸に対して同じ比率の、異なるＨＬＢを有する界面活性
剤の使用が、大きく異なる殺菌効果を与えることを示す。低下したＨＬＢを有する調合物
３の使用は、すべての細菌をうまく死滅させることができなかった。
【００７９】
　例４
　界面活性剤のＲ基の試験
　表５に示すように、異なるＲ基と等しいＨＬＢを有する界面活性剤を用いて、３種の殺
菌組成物の調合物を作成した。
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【表５】

【００８０】
　各調合物を３ｗｔ％の濃度でＤＩ水に希釈した。観察は、調合物１の希釈が、薄片また
は濁り無しで透明な溶液を与え、一方、界面活性剤の脂肪酸に対する比が調合物１と同じ
調合物４の希釈は、濁った溶液を与えることを示した。調合物４の水溶液にデカン酸が溶
解しないことは、デカン酸を溶液中に溶解させるために、より高い界面活性剤の脂肪酸に
対する比を有する調合物５を製造することを必要とした。調合物５は、透明な溶液を与え
た。ＧＳＴの結果を、表６に示す。
【表６】

【００８１】
　表６は、界面活性剤上のＲ基が水溶液中の脂肪酸の可溶化作用に大きな役割を果たし、
一部のＲ基が、他のＲ基より容易に脂肪酸を可溶化させることを示す。さらに、脂肪酸の
可溶化は、界面活性剤の脂肪酸に対する比を大きく上昇させることがあり、これは、脂肪
酸の活性に負の影響を与える場合がある。
【００８２】
　この現象は、細菌の表面に到達してこれを死滅させるより、とどまる可能性のある脂肪
酸を完全に吸収するミセルによる可能性が高い。脂肪酸は溶液中で可溶化される場合のみ
活性を維持するが、それでも充分に細菌を追いかけるのに利用できる。
【００８３】
　例５
　調合物の洗浄力を試験
　この調合物を、石けんかすの汚れに対する洗浄能力について試験し、以下に示すように
、殺菌クレンザー調合物６と比較した。

【表７】

【００８４】
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　黒い光沢のあるセラミックタイルに、合成の硬水、カゼイン、牛脂脂肪酸ナトリウム、
ナトリウムココエート、植物性ショートニング、およびクレイの熱混合物を噴霧し、次に
２００℃で３０分間焼いた。次にタイルを冷却し、得られた汚れた表面の反射率を、ガー
ドナーマイクロトリグロス（Ｇａｒｄｎｅｒ　Ｍｉｃｒｏ－Ｔｒｉ－Ｇｌｏｓｓ）反射率
計で測定した。次にタイルに製品を噴霧し、各タイルに一定の通常の力を与える装置中で
、製品を飽和させたスポンジを使用して、こすった。各タイルは、有限回数、スポンジで
こすられ、リンスされ、反射率計を用いて反射率を読んだ。前と後の反射率測定値を、使
用していないタイルからの測定値と比較し、反射率の変化パーセントを計算した。これら
の変化パーセントの平均値をとり、比較した。
【００８５】
【表８】

　結果は、調合物中で異なる活性物（例えばＬＡＳ）を使用すると、洗浄性能に負の影響
を与える場合があることを示す。調合物１は、シャワー汚れの許容されるクレンザーであ
ると見なされる。
【００８６】
　本発明を説明したが、多くの方法で変化させることができることは明らかであろう。そ
のような変更態様は、本発明の精神と範囲からの逸脱と見なすべきではなく、そのような
修飾のすべては、以下の特許請求の範囲に含まれることが意図される。
（態様）
（態様１）
　約０．０５ｗｔ％～約２０ｗｔ％のカルボン酸抗菌剤と、
　約０．１ｗｔ％～約３０ｗｔ％の非イオン性界面活性剤と、
を含む組成物であって、
　該非イオン性界面活性剤：カルボン酸抗菌剤が、約５．５：１～約３：１の質量比であ
り、そして該組成物が、透明でありかつ効果的な抗菌活性を有する、組成物。
（態様２）
　該カルボン酸抗菌剤が、Ｃ６～Ｃ１６アルキルカルボン酸、その塩またはそのエステル
を含む、態様１に記載の組成物。
（態様３）
　該Ｃ６～Ｃ１２アルキルカルボン酸が、オクタン酸、へプタン酸、ノナン酸、デカン酸
、ドデカン酸、ミリスチン酸、それらの異性体またはそれらの混合物を含む、態様２に記
載の組成物。
（態様４）
　該非イオン性界面活性剤が、エトキシル化アミンである、態様１に記載の組成物。
（態様５）
　溶媒、希釈剤、金属イオン封鎖剤、酸味料、安定化剤、湿潤剤、増粘剤、発泡剤、顔料
色素またはそれらの混合物をさらに含む、態様１に記載の組成物。
（態様６）
　該カルボン酸抗菌剤がデカン酸であり、そして該非イオン性界面活性剤がエトキシル化
アミンであり、そして該エトキシル化アミン：デカン酸の比が約４．５：１である、態様
１に記載の組成物。
（態様７）
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　約０．０５ｗｔ％～約１０ｗｔ％の脂肪酸抗菌剤と、
　約０．１５ｗｔ％～約５５ｗｔ％の下記式
【化１】

または
　Ｒ－Ｎ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ
の１種を有するエトキシル化アミンと
を含む組成物であって、
　該エトキシル化アミン：脂肪酸が、約５．５：１～約３：１の質量比であり、そして該
組成物が、透明でありかつ効果的な抗菌活性を有する、組成物。
（態様８）
　該脂肪酸抗菌剤が、オクタン酸、へプタン酸、ノナン酸、デカン酸、ドデカン酸、ミリ
スチン酸、それらの異性体またはそれらの混合物を含む、態様７に記載の組成物。
（態様９）
　該エトキシル化アミンが、約７．５～約１４の親水性親油性バランス（ＨＬＢ）を有す
る、態様７に記載の組成物。
（態様１０）
　該ＨＬＢが、約１０～約１４である、態様９に記載の組成物。
（態様１１）
　Ｒが、６個～１８個の炭素を有する飽和脂肪酸と６個～１８個の炭素を有する不飽和脂
肪酸との混合物を含む置換基である、態様７に記載の組成物。
（態様１２）
　Ｒが、ヤシ油から誘導された置換基である、態様７に記載の組成物。
（態様１３）
　該エトキシル化アミン：脂肪酸抗菌剤の比が、約５．５：１～約４：１である、態様７
に記載の組成物。
（態様１４）
　約０．０５ｗｔ％～約１０ｗｔ％の脂肪酸抗菌剤と、
　約０．１５ｗｔ％～約５５ｗｔ％の下記式

【化２】

または
　Ｒ－Ｎ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ
の１種を有するエトキシル化アミンと
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を含む組成物と対象物とを接触させることを含む、対象物上の微生物個体数を減少させる
方法であって、
　該エトキシル化アミン：脂肪酸が、約５．５：１～約３：１の質量比であり、そして
　該組成物が透明でありかつ効果的な抗菌活性を有する、方法。
（態様１５）
　該脂肪酸抗菌剤が、オクタン酸、へプタン酸、ノナン酸、デカン酸、ドデカン酸、ミリ
スチン酸、それらの異性体またはそれらの混合物を含む、態様１４に記載の方法。
（態様１６）
　該エトキシル化アミンが、約７．５～約１４のＨＬＢを有する、態様１４に記載の方法
。
（態様１７）
　該ＨＬＢが、約１０～約１４である、態様１５に記載の方法。
（態様１８）
　該エトキシル化アミン：脂肪酸抗菌剤の比が、約５．５：１～約３：１である、態様１
５に記載の方法。
（態様１９）
　Ｒが、６個～１８個の炭素を有する飽和脂肪酸と６個～１８個の炭素を有する不飽和脂
肪酸との混合物を含む置換基である、態様１４に記載の方法。
（態様２０）
　Ｒが、ヤシ油から誘導された置換基である、態様１４に記載の方法。
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